
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：一般財団法人  宮城県成人病予防協会 中央診療所                    

受審施設の概要  
一般財団法人宮城県成人病予防協会中央診療所は、仙台駅に隣接するテナントビルに開設

され、公共交通機関でのアクセスは良好である。 

年間の受診者数は、一日ドックが約 9,700 人、その他の健診を約 42,500 人実施している。 

本機能評価は、2007 年に初回認定を受け、今回が 3 回目の更新審査である。 

 
第１領域 理念達成に向けた組織運営  
 理念や基本方針は明文化されている。受診者の権利と責務は毎年会議で内容の検討をし、

ホームページや施設内に掲示している。 

個人情報については、ホームページにプライバシー・セキュリティポリシーを掲示して周

知を図っており、受診案内書にも問い合わせ先を記載し、院内研修も開催している。 

職業倫理や就業規則も各部門に配置されており、見直しも行われている。 

 計画的な運営に向けては、法人の中期計画に基づき中央診療所の中期計画や年間計画が策

定され、健全経営に努力している。 

組織体制については、毎月確認や見直しがなされている。 

職員体制については、医師は 4 名体制で、内 2 名でドックを担当している。人間ドック専

門医、指導医が在籍し、各種専門医も従事している。指導医によるサポート体制もある。コ

メディカルには、資格取得や更新を促し、渉外部門（予約センター）では、電話調査（電話

件数や問い合わせ内容）を年 2 回実施して、適正な人員が配置出来ているか検証するしくみ

もある。 

教育に関しては、年間計画に基づいて研修会が開催され、不参加者へは資料が配布されて

いる。院外研修会の参加はあるが、今後は報告体制の整備にも期待したい。なお、医師に関

しては年間教育計画書が無く、今後作成が望まれる。 

医療安全管理体制については、委員会が設置されマニュアルも整備されている。インシデ

ント報告も迅速に検討されて対策が講じられ、経過確認も行われている。感染管理や安全衛

生管理は整備され適切である。 

情報の管理体制は、個人情報を扱っているシステムは、すべてユーザーごとにパスワード

を設定して、アクセス制限を行っている。トラブル時のフローチャート作成や、サーバー室

の入退室記録の整備は今後の課題である。2023 年の ISMS 認証取得に向けて準備が進められて

いるので、今後の体制充実に期待したい。 

薬剤管理体制は、薬剤部と情報を共有し引き取ってもらうなど、薬品廃棄が出ないような

取り組みがあり評価できる。委託業務の管理体制は、適切である。 

高齢者、障害者への配慮は、ビル及び健診フロアはバリアフリーとなっていて、車椅子の

受診者も受け入れている。盲導犬への対応手順も整備しており、受け入れ体制が出来ている。 

外国人受診者の受け入れは現在行っていない。 

 

第２領域 受診者中心の良質な健診の実践  
 日本人間ドック学会が提示する基本検査項目やオプション項目をすべて実施しているが、

呼吸機能検査は休止している。任意検査項目の見直しは定期的に検討されている。 

 受診者の利便性への配慮については、土曜日の実施、複数の受付時間の設定、検査の当日

変更への対応があげられる。婦人科検診やマンモグラフィ・乳房超音波検査は併設のレディ



ースクリニックで行っており、女性受診者への配慮は適切である。受診環境については、受

診者数に見合ったスペースが概ね確保されている。空調については、適切に管理されており、

寒さ対策としてひざ掛けを用意している。清掃は行き届いている。呼び出しは名前で行われ

ているが、名前での呼び出しを望まない場合には番号での対応が可能なことを受診者に周知

することが望まれる。血圧測定場所については、プライバシーへのさらなる配慮を望みたい。

検査の進行状況に応じて検査順序を柔軟に変更しており、長時間の待ち時間が発生しないよ

うに配慮している。上部消化管内視鏡検査については、健診着で検査を受けることが望まし

い。 

受診に関する情報は、事前に送付される書類やホームページにより適切に提供されている。

診察室には担当医師名が明示されている。その他の部屋では担当者の一覧が掲示されている

が、当日の担当者を明示することが望まれる。種々の問い合わせについては、対応マニュア

ルやQ&A集が作成されており、適切に対応されている。 

検査における安全性確保のために、事前に送付されている問診票や受診当日の問診により、

既往歴・現在の疾患・アレルギー等の情報が収集され、適切に情報共有がなされている。上

部消化管内視鏡検査では、同意書に検査医師の署名が望まれる。受診者急変時の対応マニュ

アルは整備されているが、定期的な訓練実施についても検討されたい。また、BLSの受講状況

等も把握しておく事が望まれる。救急カートや薬剤は適切に管理されている。 

検体検査は、検査センターにおいて業務マニュアルに沿って適切に行われている。内部精

度管理・外部精度管理も適切に実施されている。生理・画像検査も業務マニュアルに沿って

適切に行われており、機器の保守点検も適切に実施している。画像精度管理サーベイにも参

加しており、マンモグラフィは精度管理中央機構の施設認定を受けている。 

検査結果の判定は、日本人間ドック学会の判定区分に準拠している。各種画像の読影・判

定は各学会の専門医により行われており、胸部Ｘ線検査・上部消化管Ｘ線検査・マンモグラ

フィは、二重読影・比較読影を実施している。読影や判定については精度管理委員会で定期

的に検討している。 

医療面接により各種情報が収集されているが、医療面接は検査開始前に実施することが望

まれる。医師による診察は適切に行われている。 

健診当日に医師による結果説明が行われているが、画像検査の結果説明体制の充実と併せ

て結果説明率の向上に努力されたい。 

保健指導については、マニュアルが整備されている。保健師と管理栄養士により実施され

ているが、指導内容の記録については、次回受診時に活用するために記録を充実することが

望まれる。また、指導率の上昇についても、さらなる努力を望む。 

 

第３領域 継続的な質改善の取り組み  
受診者からの意見・要望を把握するために、アンケート調査を実施しているが、回収率向

上のための工夫が望まれる。意見や要望は検討され、改善に役立てられているが、改善実績

について受診者へ周知することが望まれる。 

 フォローアップについては、マニュアルが作成されており、体制は確立している。要精密

検査・要治療症例に対しては、結果報告書とともに受診勧奨文書を送付して結果を返送する

しくみがある。６か月経過後、受診が確認できない場合には、再度受診勧奨の文書を送付し

ている。 

 精密検査指示率は適切であるが、精密検査実施状況の把握についてはさらに努力されたい。

要治療症例についても受診状況のさらなる把握に努められたい。 

 連携医療機関のリストが作成されており、受診者の希望に沿って適切な紹介が行われてい

る。紹介医療機関やかかりつけ医との情報交換については、より積極的な取り組みが望まれ



る。 

 受診者統計は定期的に集計・検討されている。学会等の各種調査にも協力している。日本

人間ドック学会学術大会等で発表を行っており、倫理的な審査体制も整備されている。 

 受診者に有用な情報提供としては、機関紙を年3回発行し、入居しているビルのインフォメ

ーション等に設置している。一般利用者に対しても広報活動を行い、ホームページに健康づ

くりでの腰痛予防・肩こり予防体操の動画を発信していることは評価できる。 

 データヘルスや健康経営に向けた取り組みでは、機関紙を保険者や契約事業所に送付して

いる。年に一回、健保組合や事業所担当者、市町村健診担当者向けに健康講話を目的とした

事業説明会を開催し、専門部署で健診データをXMLや CSV形式で作成し、提供を行っている。 

 継続的な業務改善としては、各部門で年1回自主監査を行い、問題点の洗い出しや各部署の

業務の変更点がないか、適切に実施されているかを評価している。必要に応じ改善を行い一

定期間後に、改善措置が有効に機能しているかの確認を実施している。今後は、年間目標の

設定や管理についての取り組みにも期待したい。 

 

総括  
人間ドックの充実に向けて、様々なオプション検査を設定し、受診者サービスに努めてい

る。各検査終了後は、健診システムを使用した案内を活用し、コメディカルスタッフが連携

を取りスムーズな健診実施に努めている。健診システム更新や、新部署設置等により、フォ

ローアップ体制の強化も図っており、精密検査受診率は向上している。 

また、受診者や保険者等に向けた情報発信も積極的である。 

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新） に値すると判断する。 

 

審  査  日   2023 年  3 月  9 日  

認定承認日 2023 年  3 月  25 日  

  

 


